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　（一社）コンクリートメンテナンス協会

（極東興和㈱）が主催する笹ヶ峰ダム

補修工事の現場見学会が１０月２６日と

２７日の２日間、開催された。

　今回の現場見学会は、「関川用水農

業水利事業笹ヶ峰ダム洪水吐施設補

修工事」の現場で、発注者となる北陸

農政局関川用水土地改良建設事務

所および施工者である久保田建設㈱

の協力により実施したもので、同現場

で採用されている亜硝酸リチウム内部

圧入工（ＡＳＲリチウム工法）の施工の

様子を公開した。

　このうち、新潟県コンクリート診断士会

のメンバー１２名が参加した２６日の見

学会では、コンクリートメンテナンス協

会の杉澤茂則委員（極東興和㈱東京

支店・営業部営業課課長）らによる工

事概要および工法技術を説明する座

学が行われたほか、同現場の現場代

理人を務める中澤寛之氏（久保田建

設㈱・工事部土木課主任）らが実際の

施工現場を案内した。

　見学会に参加した新潟県コンクリート

診断士会の近藤治副会長らは、アルカ

リシリカ反応（ＡＳＲ）の劣化状況などを

写真に撮るなど視察しながら、同工法

を採用した経緯など様々な質問をして

　福田道路㈱と

その協力業者

などでつくる新

潟福友会はこ

のほど、同会の女性社員などでつくる

「ハッピースマイル隊」による現場パト

ロールを開催し、その様子を報道陣に

向けて公開した。

　ハッピースマイル隊は、新潟福友会に

所属する企業に勤務する女性社員と、

同社新潟本店管内の支店・営業所・

合材工場に勤務する女性職社員など

でつくる組織。

　ハッピースマイル隊による現場パト

ロールは、工事現場やその周辺環境な

どについて、普段現場に出ることない女

性社員の目線でチェックしてもらうこと

で、より安全で安心な職場環境をつく

るために実施しているもので、今年で４

回目の開催となる。

　現場パトロールは、「令和４年度一般

国道４０３

号三条北

道路市道

舗装工事

（発注者：

県三条地

域整備）」の現場で行われ、今回は同

社を含む１２社から４０名が参加した。パ

トロールでは、現場の状況などについて

チェックしたほか、同現場で採用されて

いるＩＣＴ舗装工のようすなどについても

見学した。

　パトロールに参加した福田道路㈱の

船越貞子さんは取材に対し、「整理整

頓されたとても良い現場」とパトロール

で気づいた点を話した上で、ＩＣＴ舗装

工（特にモーターグレーダによる敷均

し）については「ＧＰＳを活用して自動で

行っており、すごいと感じた」とＩＣＴに

よって生産性が向上している工事現

場の様子に驚きの声を挙げていた。

　見学会で参加者の案内などを務めた

同社新潟本店技術部の吉井哲男課長

は、「女性社員には一般に近い目線で

現場パトロールしてもらい、作業員では

気づかない危険か所を指摘してもらい

たい。そして、この成果が女性や若手の

入職しやすい環境につながっていけば」

とパトロールの成果に期待を寄せた。

いた。また、

見 学 会 終

了後、取材

に答えた近

藤 副 会 長

は、 「補修

材 の 仕 組

みなど理解を深められた」と話し、今後

のコンクリート診断や補修に向けて知

見を深めていた。

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

■亜硝酸リチウム内部圧入工（ＡＳＲ

リチウム工法）

　アルカリシリカゲルを非膨張化する性

質を持つリチウムイオンを亜硝酸リチウ

ム水溶液とういう状態でコンクリート内

部に圧力をかけて浸透させ、以後のア

ルカリシリカ反応（ＡＳＲ）を抑制する工

法。

　従来工法や従来工法に亜硝酸リチウ

ムを加えた工法では、再劣化までの期

間を延命するのみで、数年ごとの補修

が必要となっていた。一方、本工法で

は、劣化進行を根本的に抑制する（再

劣化を許容しない）ことからイニシャル

コストは掛かるものの、ライフサイクルコ

ストは安価なものとなっている。

県コンクリート診断士会12名が参加
コンクリートメンテナンス協会が主催

ＡＳＲリチウム工法見学のようす

黄綬褒章に鈴木秀城氏

秋の褒章受章者を決定―政府

　政府はこのほど、令和４年秋の褒章受

章者を１１月３日付けで発令する。

　このうち、業務に精励して衆民の模範

であるものに賜与される黄綬褒章とし

て、本県の建設業関係から現㈱笠原

建設代表取締役の鈴木秀城氏（６３）

が選ばれた。

　なお、県からの伝達式が９日、新潟市

のハミングプラザＶＩＰ新潟で開かれ

る。

ＩＣＴ舗装工見学のようす

安全・安心な職場環境の構築へ
ハッピースマイル隊４０名が―福田道路㈱

　北陸地質調査業協会（北陸地協、平

野吉彦理事長）はこのほど、北陸地方

整備局幹部との意見交換会を新潟市

の新潟オークラホテルで開催した。

　会合では、ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用

した地質リスクの明確化が重要になる

と双方で意見が一致。具体的には、３

次元の地質リスクモデルを３パターン

程度示すことにより、その後スムーズな

事業が図られるとして、この取組が標

準化されるよう、今後両者が一体と

なって検討を進めていくとした。

　会合ではこのほか、北陸地協が提

案・要望事項としてあげた①働き方

改 革 ・ 担

い手確保

② 入 札 ・

積算③業

務遂行―

に 関 す る

諸課題について双方

で意見を交わした。

　このうち、①働き方

改革―では特に、北

陸地協側が中長期的な担い手確保・

育成に向けて、地質調査業の継続的

な発展が不可欠として安定的な公共

事業予算の確保を要望した。

　②入札・積算―では、総合評価落札

方式の業務における調査数量・調査

内容の明確化のほか、モノレール運搬

の費用について積算基準に条件の無

い設置勾配等ではリース料の費用が

加算されるとして、これら市場価格で補

うことのできない現場について、別途の

見積として積算できるよう要望した。

　③業務遂行―では、発注時における

実施可能時期の条件明示や機械ボー

リング検尺にけるリモート検尺の活用を

求めた。

　会合では意見交換のほか、北陸地協

がボーリング機械の稼働状況などにつ

いて情報提供し、稼働の平準化に向け

て認識の共有化を図った。

4年度の建設資材需要見通し
2資材で前年比増―国交省

　国土交通省は、４年度の主要建設資

材需要見通しをまとめた。調査対象の

全６資材のうち、セメントと普通鋼鋼材

の２資材で需要が増えると予測する。

　４年度の需要見通しは、同省の建設

投資見通しを踏まえて需要量を推計

した。

　各資材の需要見込み量は以下のと

おり。

　 ▼セメント３，８００万ｔ（０．３％増） ▼生コ

ンクリート７，６００万ｍ３（０．１％減） ▼砕石

１億４００万ｍ３（増減なし） ▼木材９００万

ｍ３（１．３％減） ▼普通鋼鋼材１，９００万ｔ

笹ヶ峰ダム補修工事で現場見学会 女性目線で工事現場をパトロール

意見交換会のようす

（０．６％増） ▼アスファルト１００万ｔ（５．８％

減）。

ボーリング稼働状況などで認識共有化

北陸地協が北陸地整ら幹部と意見交換

ＢＩＭ／ＣＩＭモデル活用し地質リスク明確化を


